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セレナe-POWER運転操作ガイド（簡易版）
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運転する前に確認

はじめにお読みください
本書は、運転操作や装備の基本的な操作を抜粋して説明しています。
詳しい取り扱いについては、別冊の車両取扱説明書をお読みください。

取り扱い方法をスマートフォンなどでもご覧いただけます。
右の二次元コードを読み取ってアクセスすると
電子取扱説明書、簡単早わかり動画が閲覧できます。

サイトの閲覧には別途、通信料が発生します。
定額サービスなどの料金制度に加入されていない場合、通信
料が高額となる場合がありますので予めご注意ください。

セレナ e-POWERご利用時の注意事項

セレナ e-POWERはガソリンエンジンで発電し、
常にモーターで走行（駆動）するクルマです。
・状況によりエンジンが始動し、発電します。（充電は必要ありません）

・ガソリンがなくなると走行することはできません。

・リチウムイオンバッテリーの残量に関わらず、燃料残量警告が表示され燃料計
の  が黄色く点灯したときは、すみやかに指定の燃料（無鉛レギュラーガ
ソリン）を補給してください。

・燃料がなくなると、リチウムイオンバッテリーの残量が残っていても走行不能になるおそ
れがあります。

電子取扱説明書
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運転する前に確認

ドアの施錠・解錠のしかた

リモコンキーでの施錠・解錠
離れたところ（周囲約 1m）から全ドアの施錠・解錠ができます。

ドア解錠スイッチ

ドア施錠スイッチ

ドアスイッチでの施錠・解錠
インテリジェントキーを身につけていれば、ドアスイッチを押すだけで全ドア
の施錠や解錠ができます。また、施錠時にオートスライドドアのワンタッチス
イッチを押すと全ドアが解錠し、スライドドアが自動（電動）で開きます。

※

スイッチ

※ 施錠時に押すと、解錠するとともにスライドドアが自動（電動）で開きます。 
解錠時に押すと、スライドドアを自動（電動）で開閉できます。

・ ドアの施錠・解錠時に車幅灯、尾灯、番号灯が点灯します。 
（施錠時 約 10 秒、解錠時 約 30 秒）

インテリジェント ルームミラーの使いかた
インテリジェント ルームミラーモードに切り替えると、車両後方にある 
カメラで映し出された映像（モニター表示）に切り替わります。

インテリジェント ルームミラーを使う
・走行前にルームミラーモード（鏡面）の状態
で、ミラー本体の角度を調節してから使用し
ます。

・インテリジェント ルームミラーモード（モ
ニター表示）にするときは、パワースイッチ
をONにし、ON・OFF 切り替えレバーを
手前に倒します。（作動表示灯が点灯）

・ルームミラーモード（鏡面）にするときは、
ON・OFF切り替えレバーを前方へ倒します。

ON・OFF切り替えレバー
作動表示灯

・周囲の明るさにより見づらかったり、眩しく感じたときはインテリジェント ルームミラーモード
（モニター表示）を OFF にし、ルームミラーモード（鏡面）で使用してください。
・インテリジェント ルームミラーモード（モニター表示）のときは、インテリジェント アラウンド
ビューモニターを表示することができます。（メーカーオプション ナビゲーションシステム非装着車）

画像調節のしかた
・ インテリジェント ルームミラーモード
で、インテリジェント アラウンドビュー
モニター画面を表示していないときにモ
ニター画像の各種調節ができます。

・ Menu ボタンを押すと調節できる項目
が表示されます。 

・ A  ･ B  ボタンで選択し、 C  ボタンで調節
する項目を決定します。

・以下の順で項目が切り替わります。

Menuボタン ◯ボタンC

◯ボタンB◯ボタンA

–明るさ（Brightness）
–下／上（Down/Up）
–左／右（Left/Right）
–回転（Rotation）
–インジケーター（Indication）

　–言語（Language）
　–スイッチ照明（Switch Backlight）
　–ライセンス（License）
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運転する前に確認

警告

● 走行前に、ルームミラーの調節を必ず行う。
  ルームミラーモード（ミラー状態）にして正しい姿勢で運転席に座り、後方がよく見える位置に調
節してください。調節をしないで運転を始めると、インテリジェント ルームミラーモード（モニター
表示状態）にしたときにミラーの反射でモニターが見えにくくなる場合があります。

●  インテリジェント ルームミラーモードのときに作動表示灯（故障通知 LED）が消灯したら、すみ
やかにルームミラーモードに切り替える。

  再度インテリジェント ルームミラーにしても点灯しない場合、システムの異常が考えられます。
NISSAN e-シェアモビ コールセンターにご相談ください。

● あらかじめ死角範囲を確認する。
  インテリジェント ルームミラーには死角があります。システムを過信せず、安全運転を心がけて
ください。

● ミラー本体やカメラ、配線を分解したり改造したりしない。
  異臭がする、煙が出るなどした場合は、ただちに使用を中止し、NISSAN e-シェアモビ コールセ
ンターにご相談ください。

● 走行中に操作しない。
 走行中に操作を行うと、前方不注意となり思わぬ事故につながるおそれがあります。
● ミラー本体、カメラ、配線類にはタバコなどの火気を近づけない。
 破損や車両火災の原因となります。

インテリジェント アラウンドビューモニター（移動物 検知機能付）
インテリジェント アラウンドビューモニターは自車両を上から見ているよう
な映像を映し出すことで、駐車時の運転操作を支援します。

インテリジェント アラウンドビューモニターを表示する
・メーカーオプション ナビゲーションシステム非装着車
は、パワースイッチがON のときに、インテリジェン
ト ルームミラーのON･OFF 切り替えレバーを手前に
引き、 A  ボタンを押すか、シフトポジションを R  に
するとインテリジェント ルームミラーに表示します。
・メーカーオプション ナビゲーションシステム装着車
は、パワースイッチがON のときに、 CAMERA  スイッ
チを押すか、シフトポジションを R  にするとナビゲー
ションシステムに表示します。

車両周辺の安全を直接確認してください

ボタンボタン

ON・OFF切り替えレバー

CAMERA

車両周辺の安全を直接確認してください

インテリジェント アラウンドビューモニターの表示切替
・ シフトポジションを R  にするとインテリジェ
ント アラウンドビューモニターがONになり、
トップビュー（左側画面）／リヤビュー（右側
画面）を表示します。シフトポジションを R  
以外にすると、インテリジェント アラウンド
ビューモニターがOFF になります。

・ シフトポジションが D  または B  のときに、
ソナーが障害物を検知したときはインテリ
ジェント アラウンドビューモニターがON 
になり、トップビュー（左側画面）／フロン
トビュー（右側画面）を表示します。障害物の検知がなくなると、インテリジェント 
アラウンドビューモニターはOFF になります。

・ インテリジェント アラウンドビューモニターがONのときにドアミラーを格納する
と、シフトポジションが D  のときはサイドブラインドビュー（ドアミラー連動）（左
側画面）／フロントビュー（右側画面）を表示し、シフトポジションが R  のときは
サイドブラインドビュー（ドアミラー連動）（左側画面）／リヤビュー（右側画面）
に自動で切り替わります。ただし、フロントワイドビュー（全画面）またはリヤワイ
ドビュー（全画面）を表示しているときは、自動で画面は切り替わりません。

・ インテリジェント ルームミラーの A  ボタン（メーカーオプション ナビゲーションシ
ステム非装着車）または CAMERA  スイッチ（メーカーオプション ナビゲーション
システム装着車）を押すとインテリジェント アラウンドビューモニターがON にな
り、トップビュー（左側画面）／フロントビュー（右側画面）を表示します。

・インテリジェント ルームミラーの B  ボタン（メーカーオプション ナビゲーションシステム非装
着車）または CAMERA スイッチ（メーカーオプション ナビゲーションシステム装着車）を押
すと、画面を切り替えることができます。
–  シフトポジションが R  のとき：  
トップビュー（左側画面）/ リヤビュー（右側画面）→サイドブラインドビュー（左側画面）/
リヤビュー（右側画面）→リヤワイドビュー（全画面）→トップビュー（左側画面）/ リヤビュー
（右側画面）

–  シフトポジションが R  以外のとき：  
トップビュー（左側画面）/ フロントビュー（右側画面）→サイドブラインドビュー（左側画面）
/ フロントビュー（右側画面）→フロントワイドビュー（全画面）→インテリジェント アラウ
ンドビューモニターOFF

–  シフトポジションが R  でドアミラーを格納しているとき：  
サイドブラインドビュー（ドアミラー連動）（左側画面）/ リヤビュー（右側画面）→トップビュー
（左側画面）/ リヤビュー（右側画面）→リヤワイドビュー（全画面）→サイドブラインドビュー
（ドアミラー連動）（左側画面）/ リヤビュー（右側画面）

–  シフトポジションが R  以外でドアミラーを格納しているとき：  
サイドブラインドビュー（ドアミラー連動）（左側画面）/ フロントビュー（右側画面）→トッ
プビュー（左側画面）/ フロントビュー（右側画面）→フロントワイドビュー（全画面）→サ
イドブラインドビュー（ドアミラー連動）（左側画面）/ フロントビュー（右側画面）

MOD MOD

車両周辺の安全を直接確認してください

左側画面 右側画面

※本表示はメーカーオプションナビゲー
ションシステム装着車の表示になります。
グレード、オプションなどにより表示は異
なります。
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格納のしかた
・ 格納スイッチを押すと左右のミ
ラーが格納されます。
・ 格納スイッチをもう一度押す
と、元の位置に戻ります。 

格納スイッチ

シフトスイッチの操作のしかた
シフトスイッチを使ってシフトポジションを変更します。

運転する前に確認

警告

● インテリジェント アラウンドビューモニターの機能を過信しない。
  インテリジェント アラウンドビューモニターは障害物などの確認を補助するシステムです。車両
の操作をするときは、周囲の安全をミラーや目視で直接確認してください。特に車両の四隅は、トッ
プビュー、フロントビュー、リヤビューに障害物が映らない死角になります。必ず窓から目視し、
安全を確認してから車両を操作してください。常に低速で車両を移動させてください。

● 実際の距離感を間違えないように注意する。
  インテリジェント アラウンドビューモニターに映し出される障害物までの距離は、実際とは異な
ることがあります。

● ドアミラーを格納した状態で使用しない。
  ドアミラーを格納すると、一部の表示が欠けるなど正確に表示できません。周辺を直接確認し十分
注意して使用してください。使用するときは、バックドアが確実に閉まっているか確認してください。

移動物 検知機能
車庫入れや駐車場からの発進時などに自車周辺
の移動物を検知し、音と黄枠 1  を表示して移
動物を運転者にお知らせする機能です。

機能が作動している画面には移動物 検知機能作
動状態アイコン 2  が緑色で表示されます。

MOD MOD

車両周辺の安全を直接確認してください

◯ ◯1 2

ドアミラーを調節する

角度調節のしかた

1 調節したいミラー側の左右切り替えスイッチ 1  を押します。
（スイッチの表示灯が点灯）

2 角度調節スイッチ 2  を
前後左右に押して、鏡
面角度を調節します。

◯左右切り替え ◯角度調節1 2

表示灯

シフト
ポジション 使い方 働き

P ブレーキペダルを踏みながら、 
P  スイッチを押します。

駐車および
e-POWERシス
テムを始動する
とき

R ブレーキペダルを踏みながら、 
R  スイッチを押します。 後退するとき

N ブレーキペダルを踏みながら、 
N  スイッチを押します。

動力が伝わらな
い状態

D ブレーキペダルを踏みながら、 
D／B  スイッチを押します。

通常走行すると
き

B
D  のときに D／B  スイッチ
を押すと B  に切り替わりま
す。もう一度 D／B  スイッ
チを押すと D  に戻ります。

下り坂などで、
強い回生ブレー
キが必要なとき

警告

● シフトスイッチ  の操作は必ず走行可能表示灯が点灯したことを確認してから行う。
  走行可能表示灯が点灯する前に シフトスイッチ  を操作すると、目的のシフトポジションに切り替わら
ず、思わぬ事故につながるおそれがあります。

●  植込み型心臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器（ICD）、またはそれ以外の医療電気機器を
使用されている方は、装着部位を シフトスイッチ  に近づけない。

  強力な磁石が内蔵されているため、医療電気機器の作動に影響を与えるおそれがあります。
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運転する前に確認

ドライブモードの使い分け

複数のドライブモードがあります。目的に応じ
て使い分けてください。

ECO

SPORT

STANDARD

DRIVE
MODE

各モードの働き

ドライブモード 特徴

STANDARD
EV車のようなスムースな加速性能と燃費を両立する通常走行に最適なモード
・  モーター駆動特有のレスポンス良くスムースな加速
・   アクセルをOFFにしたときは、ガソリンエンジン車に近い減速を発生

SPORT

より力強いスポーティな走行に適するモード
・   STANDARDモードよりもアクセル操作に対する駆動レスポンスが良く、
高い加速性能を実現（モーター駆動の特徴を際立たせた特性）

・   回生ブレーキを強め、アクセル操作による加減速コントロール性を高めて
いる

ECO

燃費の向上を重視するモード
・   STANDARDモードよりもアクセル操作に対する駆動レスポンスを緩やか
にすることで、必要以上の加減速を抑制し、省エネルギーを実現

・   回生ブレーキを強め、アクセルペダルによる加減速コントロール性を高め
ている

※  ECOモードの方が STANDARDモード、SPORTモードより、エンジン作動頻度を抑えられ燃費が
良くなります。

※  ECOモードや SPORTモードを使用しているときは、アクセルペダルを緩めたときの回生ブレーキ
による減速力が強くなり、減速時のエネルギーをより多く回収できます。

※ ECOモードが最も燃費重視のモードとなります。

・  パワースイッチがONのとき、ドライブモードセレクターを押すごとに次の順でモードが切り替
わり、現在選択しているモードがアドバンスドドライブアシストディスプレイに表示されます。
STANDARD→ SPORT→ ECO→ STANDARD

・ モードの設定は、パワースイッチをOFFにしても、再度設定を変更するまで、その状態が維持
されます。

チャージモード
強制的にエンジンを始動し、リチウムイオンバッテリーの充電を行います。マ
ナーモードによる走行距離を長くしたいとき、あらかじめリチウムイオンバッ
テリーを充電するモードです。

ON・OFF のしかた
・ 走行可能表示灯が点灯しているとき、

EVモードスイッチを押し続けるたびに
チャージモードのON･OFFが切り替わ
ります。

・ マナーモード中に EVモードスイッチを
押し続けると、チャージモードに切り替
わります。

・ ONにするとメーター内にチャージモー
ドインジケーターが点灯します。

チャージモード

EVモードスイッチ
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運転する前に確認

マナーモード
エンジンの始動を極力抑えて走行することができます。リチウムイオンバッテ
リーの電力だけで走行するので、早朝や深夜の住宅街など、静かに走行したい
ときに使用するモードです。

ON・OFF のしかた
・ 走行可能表示灯が点灯しているとき、

EVモードスイッチを押すたびにマナー
モードのON･OFFが切り替わります。
・ チャージモード中に EVモードスイッチ
を押すと、マナーモードに切り替わりま
す。

・ ONにするとメーター内にマナーモード
インジケーターが点灯します。

・ チャージモードをONにしてリチウム
イオンバッテリー残量を増やしておく
と、バッテリー電力だけで走行できる距
離が長くなります。　

マナーモード

EVモードスイッチ

車両接近通報装置

走行可能表示灯が点灯しているとき、次の場合に作動します。
　・発進時、車速が 30km/h 以下のとき
　・減速時、車速が 25km/h 以下になったとき
　・シフトポジションが R  のとき

運転しましょう

始動して、発進する

1 電動パーキングブレーキがかかって
いることを確認してください（電動
パーキングブレーキスイッチ表示灯
が点灯している状態） 。また、メー
ター内の電動パーキングブレーキ警
告灯が点灯していることを確認して
ください。

2 ブレーキペダル A  をしっかり踏み
込みます。

3 パワースイッチ B  を確実に押しま
す。

4 走行可能表示灯が点灯したことを確
認します。

A

B

23°C

km---

0 180
km/h
---

0 1

km/h
0

AUTO
HOLD

PULL ON

電動パーキング
ブレーキスイッチ表示灯

電動パーキングブレーキスイッチ

C H km123

2:23

POWER %

P
100

0

STANDARD

e-Pedal OFF
READY
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運転しましょう

5 ブレーキペダルをしっかりと踏みなが
ら、電動パーキングブレーキスイッチを
押し、電動パーキングブレーキスイッチ
表示灯が消灯し、メーター内の電動パー
キングブレーキ警告灯が消灯したことを
確認します。

・  走行可能表示灯が消灯している状態では走行できません。
・  ブレーキペダルが硬く踏みづらくなっている場合があります。そのときは、通常よりも強くブレー
キペダルを奥までしっかり踏み込んで、パワースイッチを押してください。

奥まで強く踏み込む

e-POWER システムが始動できない場合には、一旦パワースイッチをOFF にして、5 秒以上待っ
てから再始動してください。

停止する

1 ブレーキペダルを踏みながら、パーキングブレーキをかけて、シフトスイッチ
の P  スイッチを押し、シフトポジションを P  に切り替えます。

 電動パーキングブレーキの使いかた： P.15

2 パワースイッチを押すと、e-POWERシステムが停止します。

・  シフトポジションを P  に切り替えずにパワースイッチをOFF にすると、自動的にシフトポジ
ションが P  に切り替わります。（オート P機能）

・  シフトポジションが B  のときは減速力を強くするため、 D  のときよりエンジン作動頻度が多く
なります。また、エンジン回転数が高くなる場合があります。

AUTO
HOLD

PULL ON

電動パーキング
ブレーキスイッチ表示灯

電動パーキングブレーキスイッチ

警告

●  パワースイッチ  をOFFにするときは、パーキングブレーキを確実にかけ、シフトポジションが P  
であることを確認する。

  車両が動き出し、思わぬ事故につながるおそれがあります。

電動パーキングブレーキの使いかた
スイッチ操作で、パーキングブレーキをかけることができます。

電動パーキングブレーキの使いかた
・  ブレーキペダルをしっかり踏んでスイッチを操
作します。

・   作動させるとき：スイッチを引きます。
  電動パーキングブレーキスイッチ表示灯：点灯
  電動パーキングブレーキ警告灯：約 2秒後に
点灯

・  解除するとき：スイッチを押します。
 電動パーキングブレーキスイッチ表示灯：消灯
 電動パーキングブレーキ警告灯：消灯

AUTO
HOLD

PULL ON

電動パーキング
ブレーキスイッチ表示灯

電動パーキングブレーキスイッチ

自動解除のしかた

電動パーキングブレーキがかかっている状態でシフトポジションを D  、 B  または R  
にし、アクセルペダルをゆっくり踏み込みます。パーキングブレーキが解除され、電動
パーキングブレーキ警告灯が消灯します。

警告

● 非常時以外は、電動パーキングブレーキを作動させたまま走行しない。
  ブレーキに不具合が生じ、事故につながるおそれがあります。
●  車両を離れるときは、電動パーキングブレーキをかけたあと、シフトポジションを P  に切り替え
る。

● 電動パーキングブレーキをかけたり、解除したりの操作を短時間に繰り返さない。
  システムの過熱を防ぐために電動パーキングブレーキが作動しなくなる場合があります。作動しな
くなった場合は、約 1分間経過してから再度操作してください。
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警告

● 急な坂道や滑りやすい路面で使用しない。
  オートブレーキホールド機能が作動していても、車両が動き出すおそれがあります。急な坂道など
でオートブレーキホールド機能を作動させたとき、運転者にブレーキペダルを踏むよう警告メッ
セージが表示されることがあります。

●  オートブレーキホールド機能が作動していても停止状態を維持できないときは、ブレーキを使用し
て車両を停車させる。

   ブレーキ力保持状態のときに外的要因で車両が動くと、警告音が鳴り、警告メッセージが表示され
ることがあります。

● 次の場合はオートブレーキホールド機能をOFFにする。
  – 洗車機を使用するとき
 – 車両にけん引されるとき
● 次の場合はシフトポジションを P  にしてパーキングブレーキが確実にかかっているか確認する。
 車両が不意に動き出し重大な傷害や事故を起こすおそれがあります。
  – 駐車するとき
 – 人が乗降するとき
 –  荷物の積み下ろしをするとき
●  VDC警告灯 、ブレーキシステム警告灯（黄色）  、電動パーキングブレーキ警告灯 、また
はマスターウォーニング が点灯し、シャシー制御表示の警告メッセージが表示されたときは、
オートブレーキホールド機能は作動しません。

●   オートブレーキホールド機能をOFFにする際は、ブレーキペダルを踏みながら 
オートブレーキホールドスイッチ  を押す。

  急な坂道では、オートブレーキホールド機能での停止状態からアクセルを踏んでもオートブレーキ
ホールド機能が解除できない場合があります。

●  ブレーキペダルから足を離す前に、オートブレーキホールド表示灯  （緑色）が点灯していることを
確認する。

運転しましょう

オートブレーキホールド機能の使いかた
オートブレーキホールド機能は、信号待ちなどの停車中にブレーキペダルを踏
み続けなくても、ブレーキ力を保持する機能です。

オートブレーキホールド機能のON・OFF のしかた
〈オートブレーキホールド機能を ON にす
る方法〉

・  オートブレーキホールドスイッチを押
します。

・  ONになると、オートブレーキホール
ドスイッチ表示灯が点灯します。

・  使用できる条件になるとオートブレー
キホールド表示灯（白色）が点灯します。

〈オートブレーキホールド機能をOFFに
する方法〉

AUTO
HOLD

PULL ON

オートブレーキ
ホールドスイッチ
表示灯

オートブレーキホールド機能の作動
・  ブレーキペダルを踏んで停車します。
　 オートブレーキホールド表示灯が白色
から緑色に変わり、ブレーキペダルを
踏み続けなくてもブレーキ力が保持さ
れます。

・  オートブレーキホールド機能がONのとき、オートブレーキホールドスイッチを押
すと、オートブレーキホールドスイッチ表示灯が消灯しオートブレーキホールド機能
がOFFになります。

・  ブレーキ力が保持されている状態で、オートブレーキホールド機能をOFFにすると
きは、ブレーキペダルを踏みながらオートブレーキホールドスイッチを押します。
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プロパイロット パーキング（駐車操作を支援するシステム）

プロパイロット パーキング（駐車操作を支援するシステム）
プロパイロット パーキングは、車線枠がある駐車位置に車庫入れ、縦列駐車、
前向き駐車を支援する機能です。カメラとソナーにより駐車位置を検出し、ア
クセル、ブレーキ、ステアリング、シフトポジション操作を制御することによ
り駐車操作を支援します。
操作例：車庫入れ（左側） 

1 駐車したい場所の手前で停車しま
す。

2 プロパイロット パーキングスイッ
チを押すと、プロパイロット パー
キングが起動します。
駐車枠線検出機能 " " を選択し
ていることを確認してください。

3 ゆっくりと前進し、駐車したい場所
の真横（約 1m）でブレーキペダル
を踏んで停車します。

駐車位置検出アイコンが駐車したい
場所の中央付近を示すように車両を
停止します。

2本の駐車位置検出目安線（水色）
の範囲内に駐車区画線が入るように
車両を移動すると、駐車位置を検出
しやすくなります。

P

車庫入れ車庫入れ

P

駐車位置
検出アイコン

目安線
駐車位置検出

約 1 m

4 障害物がないことを確認し、ブレー
キペダルを踏んだ状態で“駐車開始”
をタッチします。
周囲の安全をしっかりと確認してか
らブレーキペダルを離し、駐車制御
を開始します。
画面の緑線に沿って前進、停止、切
り返し、後退により、目的の駐車位
置へ車両を移動します。

再開 キャンセル

ブレーキペダルを離すと開始します

車両周辺の安全を直接確認してください車両周辺の安全を直接確認してください

P

5 目的の駐車位置に到達すると車両が
停止し、シフトポジションが P  に
切り替わり、電動パーキングブレー
キが作動し、駐車制御が終了します。
（音と表示で終了をお知らせします）

パーキングアシストを終了します

車両周辺の安全を直接確認してください車両周辺の安全を直接確認してください

移動中は常に周囲の安全を確認してください。
周囲の車両や障害物、人などに接触しそうな場合はブレーキペダルを踏んで車
両を停止させ、画面の“キャンセル”を押して駐車制御を終了してください。
詳しくは、車両取扱説明書をお読みください。

警告

●  プロパイロット パーキングは標準的な駐車場所における運転操作を支援する機能であり、前方不
注意状態での運転操作を補助するものではありません。

  安全運転を行う責任は運転者にありますので、通常の運転操作と同様に、周りの状況をミラーや目
視で直接確認し、周囲の車両や障害物、人などに接触しそうな場合や、走行できる路面を越えそう
な場合などは、ブレーキペダルを踏んですみやかに車両を停止してください。

●  プロパイロット パーキングはソナーで障害物を検出し駐車位置や切り返し位置を調整する機能が
ありますが、適切に機能しない場合があります。

   詳細については、車両取扱説明書のソナー /インテリジェント アラウンドビューモニターカメラ
の検知条件と制限をお読みください。

●  プロパイロット パーキングは標準的な駐車方法で移動方向、切り返し位置、駐車位置を調整して
車両を移動します。

  移動方向に障害物や走行できない路面に近づいた場合は、ブレーキペダルを踏んで停車し、駐車制
御の進行方向をシフトポジションを切り替えるなどして、適切な対応をしてください。

●  プロパイロット パーキングはハンドルを自動で制御するため、ハンドルに巻き込まれないように注意
する必要があります。

  手や指がスポーク部に巻き込まれ、ケガをするおそれがあります。また、ネクタイ、スカーフなど
も巻き込まれないように十分注意してください。思わぬ事故につながるおそれがあります。



2120

走行支援機能について

プロパイロット（ナビリンク機能付）
プロパイロット（ナビリンク機能付）は、運転者が設定した車速を上限に先行
車と車速に応じた車間距離を保ちながら、車線中央付近を走行するための運転
操作を支援します。

プロパイロット（ナビリンク機能付）表示

で発進します

100

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

7

メーター表示項目 表示内容

1 プロパイロット
作動状態 プロパイロット作動中は青色に点灯

2 先行車検出の有無 車両アイコン非表示
⇒ 先行車検出無し

車両アイコン表示
⇒ 先行車検出有り

3
5
ハンドル支援の
作動状態

灰色
⇒ハンドル支援待機中

緑色
⇒ハンドル支援中

4 車間設定表示 車間設定状態を表示　  設定方法：P.22

6 プロパイロットの
作動状態

白色
⇒プロパイロットON

青色
⇒プロパイロット作動開始

7 設定車速表示 設定車速を表示　  設定方法：P.22
8 ルート減速支援表示 ルート減速作動時に表示
9 標識検知表示 標識検知機能で検出した最高速度標識を表示

10 ハンドル支援作動灯／
警告灯

灰色⇒ハンドル支援待機中 黄色⇒車線維持機能（ハンドル支
援）が故障状態

赤色⇒ハンドルを離している状態
（手放し警報のみ） 緑色⇒ハンドル支援中

11 車速・車間制御
作動状態

車両アイコン非表示
⇒先行車検出無し（定速制御中）

車両アイコン表示
⇒先行車検出有り（定車間制御中）

車間距離の設定状況を表示

レーンマーカーアイコン灰色
⇒ハンドル支援待機中

レーンマーカーアイコン緑色
⇒ハンドル支援中

12 制限速度支援表示
A：オートモード（自動）の作動状態

↑：マニュアルモード時、検出した最高速度標識が設定速度より高い
↓：マニュアルモード時、検出した最高速度標識が設定速度より低い

警告

● 高速道路や自動車専用道路で使用する。
  プロパイロット（ナビリンク機能付）は、高速道路や自動車専用道路の直線や緩やかなカーブでの
使用を想定して設計されています。一般道での使用は思わぬ事故につながるおそれがありますので
使用しないでください。

●  プロパイロット（ナビリンク機能付）の性能には限界があるため、システムだけに頼った運転はせ
ず、常に安全運転に心がける。

   自車の前への急な割り込みや先行車が急ブレーキをかけたとき、急なカーブを走行するとき、悪天
候などでは、適切な減速や操舵制御が行えず先行車に接近したり、レーンマーカーに近づくことが
あります。先行車との車間距離、自車の車線内の位置、周囲の状況に応じて自らアクセル、ブレー
キ、ハンドルを操作し、常に安全運転を心がけてください。

 レーンマーカーとは、走行車線の右側もしくは、左側に引かれた線のことを示します。
● 手放し運転を行うことはできない。
 運転者は必ずハンドルを持ち、安全運転を心がけてください。
● 停止中の車両には反応しない。
 料金所や渋滞の最後尾で停止中の車両に対しては減速しません。十分注意してください。

セットのしかた

1 プロパイロットスイッチを押します。

・ ディスプレイにプロパイロットの状態が
表示されます。

2 設定したい速度まで加速または減速し、
CANCEL  スイッチを SET- 側に押します。

・  プロパイロットスイッチを 1.5秒以上押し続けると、定速制御機能に切り替わり、車線維持機能（ハ
ンドル支援）や車間制御を行いません。

解除のしかた
次のいずれかの操作でプロパイロットが解除されます。

・ CANCEL  スイッチを押す。
・ブレーキペダルを踏む。（車速・車間制御機能により、自車が停止しているときを除く）
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LDW（車線逸脱警報）
運転者が意図せず走行車線から逸脱しそ
うになると、警報音（ブザー）と表示によっ
て運転者に注意を促します。

プロパイロットの機能

機能名 概要説明

車速 ･車間
制御機能

・  先行車を検出していないときは、運転者が設定した車速を維
持するように制御します。

・  先行車を検出しているときは、運転者が設定した車速を上限
に、車速に応じた車間距離を保つように制御します。

ルート減速
支援機能

・  地図データを利用して、カーブ ･出口などの道路形状に合わ
せて車速を調節します。

制限速度
支援機能

・  標識検知機能により検出した速度を、自動または手動で設定
車速に反映することができます。

車線維持機能
（ハンドル支援）

・  車線中央付近を走行するようにステアリングを制御し、運転
者のハンドル操作を支援します。

走行支援機能について

設定車速の変更のしかた
・ 設定車速を上げたいときは、  

CANCEL  スイッチを RES+ 方向に押します。
・ 設定車速を下げたいときは、  

CANCEL  スイッチを SET- 方向に押します。

車間距離設定の変更のしかた

ステアリングの  スイッチを押します。
・  スイッチを押すごとに、「長」→「中」→「短」→「長」の順に切り替わります。

車線維持機能（ハンドル支援）
ハンドル支援スイッチを押すごとにハンド
ル支援のON･OFFを切り替えることがで
きます。

警告

●  車線中央付近を走行するようにステアリングを制御します。側方の車両が近づいてきても反応しま
せん。

●  手放し運転はしない。
  必ずハンドルを持ち、安全運転を心がけてください。

ハンドル支援機能のON・OFF のしかた
・ ハンドル支援スイッチを押すごとにハンドル支援のON･OFFを切り替えることがで
きます。

・ アドバンスドドライブアシストディスプレイで設定 → 運転支援 → 車線維持支援 → 
ハンドル支援（メータータイプ A）または設定 → 運転支援 → ハンドル支援（メーター
タイプ B）を選択すると、車線維持機能（ハンドル支援）のON･OFFが切り替え
られます。

・ 車線維持機能（ハンドル支援）のON･OFF設定は e-POWERシステムを停止して
も再度設定が変更されるまで、その状態を維持します。
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走行支援機能について

先行車を検出していないとき
・ 先行車がいないときは、運転者が設定した車速を維持するように制御します。先行車
がいなくなると先行車検出表示と車速制御作動灯が消灯し、運転者が設定した車速ま
で加速します。

割り込み検知
・ 自車に近い位置に他車が割り込んできたときは、"ポーン "という音とともに先行車
検出表示が点滅し、運転者にお知らせします。

接近警報
・  車間制御中に先行車の減速度合いが大きい場合や他車の割り込みなどによって、十分
な減速ができない状態で先行車に接近したときは、ブザーとアドバンスドドライブア
シストディスプレイの表示によって運転者に注意を促します。この場合は、ブレーキ
ペダルを踏んで減速し、適切な車間距離を確保してください。

・  先行車に接近し、車間距離が十分でないと判断されるときはブザーが“ピッ、ピッ、ピッ、
ピッ…”と鳴り、アドバンスドドライブアシストディスプレイの先行車検出表示および
接近警報表示が点滅します。

・  短い車間距離でも、次の場合には接近警報が作動しないことがあります。
　– 先行車とほぼ同じ速度で走っているとき
　– 先行車の方が自車より速いとき（車間距離が次第に離れていくとき）
　– 他車が至近距離に割り込んできたとき

追い越し時加速機能
・ 設定車速が 70km/h以上で車速 ･車間制御中、先行車が設定車速以下のとき、方向
指示器を右折側に操作すると、車両が加速し先行車を追い越す準備を始めます。

・ 運転者がハンドルを操作し、追い越すために車線を変更したときに先行車を検出した場
合は、運転者が設定した車速に応じた車間距離を保つように車間制御を行い走行します。
先行車を検出しなかった場合は運転者が設定した車速で定速走行します。

・ 方向指示器を右折側に操作し、車両が加速しているときに先行車との距離が近づきす
ぎると加速は停止し、設定してある車間距離に戻ります。

・次の場合は追い越し時加速機能が解除されます。
　– ブレーキペダルを踏んだとき
　– CANCEL  スイッチを押したとき

警告メッセージが表示されたときは、次の「説明 ･対処方法」に従ってください。メー
ター内の表示は、グレード、オプションなどにより異なります。

警告表示 表示する条件 説明 ･対処方法

作動範囲外のため現在
使用できません

● VDCをOFFにしたとき
● プロパイロット パーキング
が作動しているとき

●  VDCがOFFの場合はプロパイロッ
トを使用することができません。

● プロパイロット パーキングが作動
しているときは、プロパイロットを
使用することができません。

パーキングブレーキが
作動しているため使用
できません

● 電動パーキングブレーキが作
動したとき

● 電動パーキングブレーキが作動して
いるときはプロパイロットを使用す
ることができません。

シートベルトが解除さ
れているため使用でき
ません

● 運転席のシートベルトを解除
したとき

● 運転席のシートベルトが解除されて
いる場合はプロパイロットを使用す
ることができません。

システム故障
取扱説明書を見てくだ
さい

●システム故障

● 安全な場所に停車して、一度パ
ワースイッチをOFFにしてから
e-POWERシステムを再始動しま
す。再始動後も警告灯が点灯し続け
るときは、システムの異常が考えら
れます。通常走行には支障はありま
せんが、NISSAN e-シェアモビ コー
ルセンターにお問い合わせください。

停車状態を維持できま
せん
ブレーキを踏んでくだ
さい

● プロパイロットにより車両が
停止中、運転席ドアが開いた
が電動パーキングブレーキが
正常に作動しなかったとき

● すみやかにブレーキペダルを踏んで
ください。

ブレーキペダルを踏ん
でください

フロントレーダー及び
その周辺が汚れていま
す拭いてください

● 車両前部に取り付けられた
レーダーセンサー周辺に雪や
氷、泥などが付着したとき

● 安 全 な 場 所 に 停 車 し、 一 度
e-POWERシステムを停止してか
らレーダーセンサーおよびその周辺
の汚れなどを取り除き、e-POWER
システムを再始動してください。

滑りやすい路面のため
現在使用できません

● VDC/TCSが作動したとき
●タイヤの空転を検出したとき

●  VDC/TCSが作動する、またはタ
イヤが空転するような状況では、
プロパイロットは使用できません。
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1

2

3

パワーメーター

・パワーメーター

エコグループ
※1※2

・ドライブ
　コンピュータ
・平均燃費／
　エコインジケータ／
　エコペダルガイド
・2分間燃費

車両情報
※1※2

・エネルギーモニター
・水温計

走行支援
グループ※1※2

・運転支援
・クルーズ（CRUISE）
・速度標識

警告

警告が発生している場
合表示されます。

設定
※2

・VDC設定
・運転支援
・エコ
・時計
・車両設定
・メンテナンス
・画面カスタマイズ
・単位／言語
・工場出荷設定

※1 「メインメニュー選択」で選択した項目を表示します。　※2 OKスイッチを回す、または押すと項目を表示します。

ドライブコンピュータ

ドライブ情報1

平均燃費/車速  走行距離/時間

設定

VDC設定
運転支援
エコ
時計
車両設定
メンテナンス

20

0
40

60

80

100
POWER %

エネルギーモニター

走行支援機能について

ディスプレイの切り替えかた
ステアリングスイッチでメーター内の画面表示が切り替わります。
・ 1 を押すと
「パワーメーター 」
「エコグループ 」
「車両情報 」
「走行支援グループ 」
「警告 」
「設定 」
の順に表示が切り替わります。

・ 2を押すと前の画面に戻ります。

・ 3を回すと、各項目の表示メニューが
選択できます。

・グレード、オプションなどにより表示 
できる項目は異なります。

警告

●  警告について　異常を検知するとマスターウォーニング が点灯し、アドバンスドドライブアシ
ストディスプレイに警告を表示します。警告を一時的に消すときは、OK スイッチを押します。

  警告が表示されたときは、すみやかに適切な処置をしてください。放置すると故障や思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

●  確認のしかた　異常を検知している場合は、 パワースイッチ  がONのときにステアリングスイッチ
の ▲ ▼  スイッチで警告 を選択すると、異常を検知している警告が確認できます。

警告

● ドアの開閉はお子さまにはさせない。
  手、首、足などを挟んだりして、重大な傷害につながるおそれがあります。
● ドアを開けるときは、周囲の安全を確認する。
  後続車や通行人にぶつかるおそれがあります。
● 走行する前にドアを確実に閉める。
  走行中に突然ドアが開き、思わぬ事故につながるおそれがあります。

便利な機能

オートスライドドアの使いかた
オートスライドドアは、スイッチの操作やハンズフリー機能でスライドドアを
自動（電動）開閉することができます。
開閉操作をするときは、スライドドア周囲の安全を確認してください。

サードシート用助手席側
オートスライドドアスイッチ

ドアハンドル（内側）

運転席スイッチ

ハンズフリーセンサー

ドアハンドル（外側） ワンタッチスイッチ

ワンタッチオートスライド
ドア開閉スイッチ

・  スライドドアが自動（電動）開閉中にスイッチを押すと、その位置で停止します。もう一度スイッ
チを操作すると、停止前とは反対の方向に動き、全開または全閉します。
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便利な機能

オートドアメインスイッチ
ハンズフリーセンサーと自動（電動）開閉機能のON・OFFが切り替わります。

スイッチ位置 作動
自動（電動）開閉
機能を使うときの
位置

中立

ハンズフリーセン
サーおよび自動（電
動）開閉機能を使
うときの位置
ハンズフリーセン
サーおよび自動（電
動）開閉機能を停
止する位置

上側を押す

下側を押す

運転席スイッチによる開閉のしかた
スライドドアを解錠してから操作します。

・ スライドドア全閉時にスイッチを約 1秒
間押すと、自動的に開きます。

・ スライドドア全開時にスイッチを約 1秒
間押すと、自動的に閉まります。

・ オート作動中にスイッチを押すと、その
位置でオート作動を停止します。再度、
スイッチを約 1秒間押すと作動していた
方向と反対の方向に動き、全閉または全
開して停止します。

運転席スイッチ

ワンタッチオートスライドドア開閉スイッチによる開閉のしかた
スライドドアを解錠してから操作します。

・ スライドドア全閉時にスイッチを約 1秒
間押すと、自動的に開きます。

・ スライドドア全開時にスイッチを約 1秒
間押すと、自動的に閉まります。

・ オート作動中にスイッチを押すと、その
位置でオート作動を停止します。再度、
スイッチを約 1秒間押すと作動していた
方向と反対の方向に動き、全開または全
閉して停止します。

・ e-POWERシステムが始動しているときは、ワンタッチオートスライドドア開閉ス
イッチでの開閉はできません。

スイッチ
位置

ドア
ハンドル
による
開閉操作

運転席スイッ
チによる
開閉操作

ワンタッチ
オートスラ
イドドア開
閉スイッチ
による開閉
操作

ワンタッチ
スイッチに
よる
開閉操作

サードシー
ト用助手席
側オートス
ライドドア
スイッチに
よる
開閉操作

ハンズフ
リーセン
サーに
よる
開閉操作

作動 作動 作動※ 作動 作動 非作動

作動 作動 作動※ 作動 作動 作動

OFF 非作動 非作動 非作動 非作動 非作動 非作動

※：e-POWERシステムが始動しているときは作動しません。
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便利な機能

ワンタッチスイッチによる開閉のしかた
・ スイッチを押すだけで、スライドドアを
開閉することができます。

・ 施錠時でもインテリジェントキーを携帯
していれば、スイッチを押すだけでスラ
イドドアを開けることができます。この
とき全ドアが同時に解錠されます。キー
がスイッチから周囲 80cm以内にある
ときに作動します。

・ オート作動中に ワンタッチスイッチ  を押
すと、その状態で停止します。再度、 
ワンタッチスイッチ  を押すと作動していた方
向と反対の方向に動き、全開または全閉
して停止します。

ワンタッチスイッチ

・ keyエントリー機能をOFFにすると、スライドドアのワンタッチスイッチによる解
錠機能やハンズフリー機能もOFFになります。

ドアハンドルによる開閉のしかた
オートスライドドアは、通常のスライド
ドアと同様にドアハンドルを使用しても
開閉できます。

■車外のドアハンドル

スライドドアを解錠してから操作します。

・ スライドドア全閉時にドアハンドルを引
くと、自動的に開きます。

・ スライドドア全開時にドアハンドルを引
くと、自動的に閉まります。

・ オート作動中にドアハンドルを引くと、
その位置でオート作動を停止します。再
度、ドアハンドルを引くと反対の方向に
動き、全閉または全開して停止します。

ドアハンドル（内側） ドアハンドル（外側）

■車室内のドアハンドル

スライドドアを解錠してから操作します。 
・ スライドドア全閉時にドアハンドルを車両後方側へ操作すると、自動的に開きます。
・ スライドドア全開時にドアハンドルを車両前方側へ操作すると、自動的に閉まります。
・ オート作動中にドアハンドルを開または閉方向に操作すると、その位置でオート作動
を停止します。再度、ドアハンドルを任意に操作した方向に、全閉または全開して停
止します。

・ チャイルドセーフティドアロックを LOCK側にしているときは、車室内のドアハン
ドルでは開けることができません。

サードシート用助手席側オートスライドドアスイッチ
開閉操作をするときは、スライドドア周
囲の安全を確認してください。スライド
ドアを解錠してから操作します。

・ スライドドア全閉時にスイッチを約 1秒
間押すと、自動的に開きます。

・ スライドドア全開時にスイッチを約 1秒
間押すと、自動的に閉まります。

・ オート作動中にスイッチを押すと、その
位置でオート作動を停止します。再度、
スイッチを約 1秒間押すと作動していた
方向と反対の方向に動き、停止します。

サードシート用助手席側
オートスライドドアスイッチ

・ チャイルドセーフティドアロックを LOCK側にしているときは、サードシート用助
手席側オートスライドドアスイッチで、オート開作動はしません。（オート閉作動は
作動します）
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便利な機能

ハンズフリーセンサー
ドア下側のフレームに設けられたセン
サーによって足の動きを感知し、スラ
イドドアの開閉を自動（電動）で行い
ます。前後ドアの境目の下にあるハン
ズフリーセンサー有効範囲 1  の間で、
足先の出し入れを行ってください。

前後ドアの境目

16cm
足を入れる位置
ハンズフリーセンサー有効範囲◯

8cm

1

・ 足を入れたままにしていると作動しません。
・ スライドドアが自動（電動）開閉中に、再度、足先を入れて引く動作を行ってもスライドドアは
停止しません。また、自動（電動）開閉中にスイッチ操作などにより任意で停止させた位置から、
足先を入れて引く動作を行っても自動（電動）開閉作動はしません。

〈操作のしかた〉

1 インテリジェントキーを携帯
します。

2 オートドアメインスイッチが
中立位置にあることを確認し
ます。

3 前席ドアとスライドドア境目
の真下あたりを狙って、足を入
れ止めずにすぐに引くとスラ
イドドアが自動的に全開、また
は全閉します。

（ひざを曲げずに振り子のよう
に足を振りあげると、センサー
が反応しやすくなります）

・ 足のつま先とすねの両方をセンサーに近づけ
てください。

・ 足はセンサーに対して垂直方向に動かしてく
ださい。

センサー位置

・ 足先を出し入れしたあと、スライドドアが動き出すまで少しお待ちください。「ピッピッ」とい
うブザー音が鳴りドアが自動的に開閉します。

全ドア連動ロック機能
・ スライドドア全開状態で、スライドドアのロックノブを車両前方に動かすとスライド
ドア以外のドアが施錠されます。その後、スライドドアが閉まると、スライドドアも
施錠されます。

・   パワースイッチがONのときは、施錠されません。（施錠操作後、すぐに全ドアが解
錠されます）

・  操作するスライドドア以外のドアがすべて閉まっていないと施錠されません。センサー位置

開けるときの足の位置

センサー位置

閉めるときの足の位置
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便利な機能

デュアルバックドアの使いかた
デュアルバックドアはバックドア（全体）とハーフバックドア（上側）があり、
それぞれ別々に開閉することができます。

ハーフバックドア
（上側）

バックドア（全体）

・ インテリジェントキーを携帯していれば、施錠されていても開けることができます。

バックドア（全体）の開けかた

解錠後、スイッチを押すとバックドア（全
体）が開きます。

バックドア
オープナースイッチ

バックドア（全体）の閉めかた

ドアグリップに手を掛け、バックドア（全
体）を降ろし、確実にロックするまで押
し付けます。

ドアグリップ

 

ハーフバックドア（上側）の開けかた

解錠後、スイッチを押すとハーフバック
ドア（上側）が開きます。

ハーフバックドア
オープナースイッチ

ハーフバックドア（上側）の閉めかた

ドアグリップまたはベルトに手を掛け、
ハーフバックドア（上側）を降ろし確実
にロックするまで押し付けます。

ドア開閉用ベルト

ドアグリップ

警告

● デュアルバックドアの開閉はお子さまにはさせない。
  手、首、足などを挟んだりして、重大な傷害につながるおそれがあります。
● デュアルバックドアを開けるときは、周囲の安全を確認する。
  後続車や通行人にぶつかるおそれがあります。風が強いときは特に注意して開けてください。
● 走行する前にデュアルバックドアを確実に閉める。
  走行中に突然デュアルバックドアが開き、思わぬ事故につながるおそれがあります。
● ラゲッジルーム（荷室）に人を乗せて走行しない。
  急ブレーキをかけたときなど、重大な傷害につながるおそれがあります。
● 走行前にデュアルバックドアが確実に閉まっていることを確認する。
  デュアルバックドアを開けたまま走行すると、車室内に排気ガスが侵入し、一酸化炭素中毒になる
おそれがあります。一酸化炭素を吸い込むと、意識が薄れて事故につながるおそれがあるほか、死
亡または重大な傷害につながるおそれがあります。
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警告

● シートは必ず走行前に調節する。
  走行中に調節すると、思わぬ事故につながるおそれがあります。 
●  シートを調節したあとは、確実に固定されたことを確認する。
   固定されていないと突然運転姿勢が変わり、思わぬ事故につながるおそれがあります。
●  背もたれを必要以上に倒したまま走行しない。
   シートベルトが効果を十分に発揮せず、衝突時などに重大な傷害を受けるおそれがあります。
●  背もたれと背中の間にクッションなどを入れない。
   運転姿勢が不安定になり、思わぬ事故につながるおそれがあります。

便利な機能

シートの調節のしかた

フロントシートの調節のしかた

前後位置の調節（スライド）
レバーを引いたまま、調節したい
方向にシートを動かします。

上下位置の調節（運転席/リフター）
引き上げると高くなります。
押し下げると低くなります。

背もたれの角度調節（リクライニング）
レバーを引いたまま、調節したい方向
に背もたれを動かします。

※イラストは一部異なる場合があります。

ヘッドレストの調節のしかた
ヘッドレストの中心が、耳の高さになる
位置に調節します。

高くするときは、ヘッドレストを引き上げます。 
低くするときは、ボタンを押しながらヘッドレスト
を下げます。

■ ヘッドレストの外しかた、付けかた
●取り外すときは、ボタンを押しながらヘッドレストを引き上げます。
●取り付けるときは、ボタンを押しながらヘッドレストを差し込みます。

警告

● ヘッドレストを外したまま走行しない。
  万一のとき、頭部への衝撃を防ぐことができなくなり、重大な傷害につながるおそれがあります。

セカンドシートの調節のしかた

 

 

■背もたれの角度調節
（リクライニング）
●リクライニングレバー
を引いたまま、背もた
れを動かします。

■ 前後位置の調節（スライド）
● レバーを引いたまま、シートを動かします。
● シート背面部にもレバーがあります。

（助手席側のみ）

ヘッドレスト中心

押す

※イラストは一部異なる場合があります。
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便利な機能

ウォークイン機構

1 リクライニングレバーを引
く、またはシート背面下部の
ペダルを踏んで、背もたれを
前に倒します。

2 セカンドシートを前方にスラ
イドさせます。元に戻すとき
は、シートを後方にスライド
させたあと、背もたれを起こ
して固定します。

横スライド機構（運転席側／助手席側）
サードシートへ乗り降りするときなどに、セカンドシートを横にスライドさせる
ことができます。

1 前側または後側のレバーを
上げたまま、スマートマルチ
センターシートを前方に動か
します。

2 シート横側にある横スライド
レバーを上げたまま、セカン
ドシートを動かします。

※イラストは一部異なる場合があります。 ※イラストは一部異なる場合があります。

スマートマルチセンターシート
シートとして使用したり、アームレストや小物入れ、ティッシュボックスとして使
用することができます。シートとして使用するときは、必ず運転席側と助手席
側のセカンドシートと前後位置、および背もたれの角度を合わせます。

サードシートの調節のしかた

■背もたれの角度調節
　（リクライニング）
●ストラップを引いたまま、
　背もたれを傾けます。

■前後位置の調節（スライド）
●シート前面または後面のレバーを
　引いたまま、シートを動かします。

 
 

スマートマルチ
センターシート

●ストラップを引いたま
ま、背もたれを動かし
ます。

■背もたれの角度調節（リクライニング）

■ 前後位置の調節（スライド）
● シートの前側と後側にレバーがあります。
前側または後側のレバーを引いたまま、
シートを動かします。

警告

●  スマートマルチセンターシートに座るときは、必ず運転席側 ･助手席側セカンドシートの前後位置
と背もたれの角度を合わせる。

  シートベルトもセンターシート用のベルトを使用してください。位置がずれたままシートベルトを
使用すると正しく着用ができず、万一の場合は、傷害を増大させることがあります。

●  運転席と助手席の間にスライドさせたときは、絶対にセンターシートに座らないでください。
  シートとして使用することはできません。

警告

●  シートは必ず走行前に調節する。
  走行中に調節すると、思わぬ事故につながるおそれがあります。
●  シートを調節したあとは、確実に固定されたことを確認する。
  固定されていないと、思わぬ事故につながるおそれがあります。
●  背もたれを必要以上に倒したまま走行しない。
  シートベルトが効果を十分に発揮せず、衝突時などに重大な傷害を受けるおそれがあります。
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便利な機能

サードシートの格納のしかた
サードシートを跳ね上げ、ラゲッジスペースを広げることができます。

1 サードシートを格納する前に、中央
座席ヘッドレストを外し、ラゲッジ
ルームの格納場所に格納してくだ
さい。

2 青色のストラップを引いてシート脚
部のロックを解除します。
（同時に背もたれが前に倒れます）

3 シートを窓側へ折りたたみ、シート
固定バンドを引き出します。

※イラストは一部異なる場合があります。

4 シート固定バンドのフックを側面の
フック掛けに確実に引っ掛けます。
シート固定バンドの長さを調節して、
シートをしっかりと固定します。
シート脚部を折りたたみます。

フック

シート固定バンド

5 元に戻すときは、シート固定バンドを
シートに格納してから、横に折りたた
んだときと逆の手順で操作します。
背もたれを戻すときは、ストラップは
引かずに背もたれを起こします。

警告

● シートを元に戻したときは、シート脚部（レッグ部）のロックが確実に固定されていることを確認する。

ヘッドレストの使いかた
・ヘッドレストは、格納位置からロックする位置まで上げた状態で使います。
 –  上げるときは、そのままヘッドレストを引き上げます。
 –  下げるときは、ボタンを押しながら下げます。
・  サードシート中央席のヘッドレストは、差し込んでロックする位置で使います。

ヘッドレスト（中央）の取り出しかた、格納のしかた
・ サードシート中央席のヘッドレストはラゲッジルー
ム内に格納されています。

・上方向に引き抜きます。

・ 格納するときは、向きに注意して差し込みます。
■ ヘッドレストの外しかた、付けかた
・ ヘッドレストの脱着のしかたは、フロントシート
と同じです。

※イラストは一部異なる場合があります。

警告

● シートは必ず走行前に調節する。
  走行中に調節すると、思わぬ事故につながるおそれがあります。
● 背もたれを必要以上に倒したまま走行しない。
  シートベルトが効果を十分に発揮せず、衝突時などに重大な傷害を受けるおそれがあります。
● シートを調節したあとは、確実に固定されたことを確認する。
  固定されていないと、思わぬ事故につながるおそれがあります。
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ナビゲーション

NissanConnectサービス
ナビゲーション画面上の （下図 1  ）をタッチすると電話接続されNissanConnect
サービスがご利用いただけます。
オペレータにご要望を伝えるだけで目的地や経由地または登録地の設定、施設
情報検索などの設定を代行いたします。

①

オペレータに接続する

1. 画面上の  （オペレータアイコン）をタッ
チする。

2. オペレータが応答したら要望を伝える。
例：「○○を目的地に設定してください。」
　　目的地が自動で設定されます。
3.  オペレータとの会話が終了したら“ 終了 ”
をタッチします。

■オペレータにお願いできること
目的地設定：
・目的地を伝えるだけでオペレータが目的地や経由地を設定します。

電話接続：
・電話番号をお調べし、直接通話できるように設定します。

情報検索：
・近くのコンビニ、ファミレスなど、ご要望に応じたさまざまな情報をお調べします。

最速ルート探索
NissanConnect サービスに接続して渋滞情報を考慮した最速ルートを探索
します。ランチャーメニューの [ ]→ [ ]→ [最速ルート探索 ]をタッチ。
最新の交通情報をダウンロードし、ルートガイドを開始します。

■最速ルートを使うには
・ オペレータに依頼する方法
目的地設定依頼のときにオペレータに「最速ルートで」と伝える。

・ ナビのメニューで行きたい場所を検索後、ルート探索結果の操作メニューから「最速ルート探索」
を選択。

・ 最速ルート探索が始まると、3種類の交通情報をサーバーからダウンロード。その後、ナビゲー
ションシステムでルート計算を行います。

・ 「手動モード」と「自動モード」を選択できます。

〈手動モード〉

▶

1   目的地設定後の推奨ルートの表示画面で
「その他」ボタンを選択します。

2  「最速ルート探索」ボタンを選択します。

〈自動モード〉

▶

1   手動時の「その他」画面で「ギアマーク（設
定）」ボタンを選択します。

2  「地図表示設定」を選択します。

▶

3   画面下までスクロールして、「最速ルート
探索ダウンロード」ボタンを選択します。

4   「行き先設定時にダウンロード」ボタンを選択
します。

・ 初めて自動モードにする場合や、一度OFFにした場合、設定が必要です。
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メーター警告灯・表示灯

警告灯・表示灯がついたとき
警告灯が点灯または点滅し続けたときは、車両取扱説明書の「警告灯がついた
ときは」をご確認ください。解決しない場合は、NISSAN e-シェアモビ コー
ルセンターにお問い合わせください。
イラストはメータータイプ A（メーカーオプションナビゲーションシステム
装着車）のクラシック表示です。

 

 

■マスターウォーニング
・ メーターに警告メッセージが表示さ
れると同時に点灯します。

■EPS（電動パワーステアリング）警告灯
・ e-POWERシステムが作動している
とき、電動パワーステアリングのシス
テムに異常があると点灯します。

■手放し警告灯
・ プロパイロットで車線維持機能（ハン
ドル支援）を行っているとき、ハンドル
を持っていない、またはハンドル操作
が検出されないと点灯します。

・ 手放し警告灯が点灯しているにもか
かわらず、運転者のハンドル操作が検
出されない場合は、警告音とともに
手放し警告灯が点滅し、車線維持機
能（ハンドル支援）は解除されます。

・ プロパイロットのシステムに異常があ
ると点灯します。

■油圧警告灯
・ e-POWERシステムが作動している
とき、エンジン内部を潤滑しているオ
イルの圧力が低下すると点灯します。

■シートベルト警告灯
・ パワースイッチが ON のとき、シートベ
ルトが装着されていないと点灯します。

■SRS エアバッグ警告灯
・ パワースイッチが ON のとき、SRS
エアバッグのシステム、プリテンショ
ナー機能に異常があると点灯を続け
ます。

■電制シフト警告灯
・ パワースイッチが ON のとき、電制
シフトに異常があると点灯します。

■電動パーキングブレーキ警告灯
・ 電動パーキングブレーキがかかって
いると点灯し、電動パーキングブレー
キを解除すると消灯します。

・ パワースイッチが ON のとき、電動
パーキングブレーキのシステムに異
常があると点滅します。

■ブレーキ警告灯（赤色）
・ パワースイッチが ON のとき、次の
場合は点灯し続けます。
　–ブレーキ液が不足しているとき
　–ブレーキシステムに異常があるとき

■12V 系充電警告灯
・ e-POWERシステムが作動している
とき、12Vバッテリーの充電系統に異
常があると点灯します。

 
 

■出力制限表示灯
・ パワースイッチが ON のとき、リチウムイオンバッ
テリーの残量が極端に低下していると点灯します。

・ 上り坂の連続走行などで、走行用モー
ターやリチウムイオンバッテリーなどの
温度が極端に高くなると点灯します。

・ その他の点灯については、車両取扱
説明書をご覧ください。

■車両接近通報システム警告灯
・ 車両接近通報装置に異常があると点
灯します。

■方向指示表示灯
・ 非常点滅表示灯を作動させると左右
同時に点滅します。

・ パワースイッチが ON のとき、方向指示器を
作動させると、作動させた側のみ点滅します。

■アダプティブ LED ヘッドライト表示灯 
・ アダプティブ LED ヘッドライトシス
テムをONにすると点灯します。  
■ハイビームアシスト表示灯 
・ ハイビームアシストをONにすると点灯します。

■ヘッドランプ下向き表示灯 
・ ヘッドランプのロービーム（下向き）
を点灯させると点灯します。

■テールランプ表示灯 
・ 車幅灯、尾灯、番号灯を点灯させると
点灯します。

■フォグランプ表示灯 
・ フォグランプを点灯させると点灯しま
す。

■オートブレーキホールド表示灯（緑色） 
・ オートブレーキホールド機能が作動
しているとき緑色に点灯します。

■走行可能表示灯 
・ 走行できる状態になると点灯します。
（走行中も点灯し続けます。）
・ e-POWERシステム始動時、走行可
能な状態になるまで点滅します。

■ヘッドランプ上向き表示灯 
・ ヘッドランプのハイビーム（上向き）
を点灯させると点灯します。

■低水温表示灯 
・ エンジン冷却水の温度が低いと点灯
します。

■オートブレーキホールド表示灯（白色） 
・ オートブレーキホールド機能が待機
状態のとき白色に点灯します。

■VDC 警告灯
・ パワースイッチが ON のとき、VDC
が作動すると点滅します。

・ パワースイッチが ON のとき、VDC
システムに異常があると点灯します。

■e-POWERシステム警告灯
・ パワースイッチが ON のとき、モー
ターや高電圧システムなどに異常が
発生すると点灯します。

■ABS 警告灯
・ パワースイッチが ON のとき、ABS
のシステムに異常があると点灯しま
す。
■ブレーキシステム警告灯（黄色）
・ パワースイッチが ON のとき、次の
機能に異常があると点灯します。

　－電動パーキングブレーキ
　－ブレーキシステム
　－回生ブレーキ

■リヤフォグランプ表示灯
・ リヤフォグランプを点灯させると点灯
します。

■踏み間違い衝突防止アシスト警告灯
・ 踏み間違い衝突防止アシストを OFF
にしていると点灯します。

・ その他の点灯・点滅については、車
両取扱説明書をご覧ください。

■ソナー検知表示灯
・ ソナーにより障害物を検知したとき
に点滅します。

■インテリジェント エマージェンシー
ブレーキ警告灯

・ インテリジェント エマージェンシーブ
レーキを OFF にしているときに点
灯します。

・ その他の点灯については、車両取扱
説明書をご覧ください。

■故障警告灯（MIL）
・ e-POWERシステムが作動している
とき、エンジン電子制御システムに異
常があると点灯または点滅します。

■燃料残量警告灯
・ パワースイッチがONのとき、燃料の
残量が少ないと黄色に点灯します。

■VDC OFF 表示灯
・ パワースイッチが ON のとき、VDC
をOFFにしていると点灯します。
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警告メッセージ

警告メッセージが表示されたとき
メーター内のディスプレイに警告メッセージが表示されたときは、車両取扱説
明書の「警告メッセージが表示されたときは」をご確認ください。解決しない
場合は、NISSAN e-シェアモビ コールセンターにお問い合わせください。
以下の表示は代表例です。

始動時はブレーキを踏み
パワースイッチを押してください

■ e-POWERシステム始動操作表示
・インテリジェントキーを持って車室内に入ると表示します。

インテリジェントキーを
パワースイッチに
接触させてください

■ インテリジェントキー非作動時 e-POWERシステム始動表示
・  インテリジェントキーの電池が切れたときや、使用環境により、キーと車両の通信
が正常に行われないときに表示します。

キー電池残量が
低下しています

■ インテリジェントキー電池切れ表示
・インテリジェントキーの電池切れが近くなると電池の交換を知らせます。

キーが
見つかりません

警告 ■ インテリジェントキー持ち出し警告
・  次の場合に表示します。
　– 走行可能表示灯が点灯している状態で、インテリジェントキーが車外に持
ち出されたとき

　–キーを携帯していないとき
　–携帯しているキーの電池が切れているとき
　–登録されていないキーを携帯しているとき

■ ドア開き警告
・ ドアが確実に閉まっていないとき、開いている位置を表示します。

■ 後席シートベルト警告
・  パワースイッチがONのとき、シートベルトが装着されていない席を赤色で
表示します。

・シートベルトを着用している席は緑色で表示されます。

キーシステム故障
取扱説明書を見てください

警告 ■ キーシステム警告
・ キーシステムに異常があると表示します。

ライト消灯して
ください

■ ライト消し忘れ警告
・ パワースイッチがON以外の位置で運転席ドアを開けたとき、次の場合に表
示し、ブザーが鳴ります。
　–ライトスイッチが  の位置にあるとき
　– ライトスイッチを /OFFの位置に回して、テールランプ表示灯  が
点灯しているとき

Pレンジに入れてください

警告 ■ P  戻し忘れ警告
・ シフトポジションが P  以外で運転席ドアが開いていると表示します。

パーキングブレーキを
解除してください

警告 ■ 電動パーキングブレーキ戻し忘れ警告
・  電動パーキングブレーキをかけ、運転席ドアを閉めずにアクセルペダルを踏
み、発進すると表示します。

・電動パーキングブレーキを解除し忘れたまま走行すると表示します。
・走行中、非常事態で電動パーキングブレーキを作動させると表示します。

ブレーキペダルを
踏んでください

警告 ■ 電動パーキングブレーキ警告
・ 急な坂道などで電動パーキングブレーキがかかった状態で車両が動くと表示
し、ブザーが鳴ります。
・ 電動パーキングブレーキがかかった状態で、ブレーキペダルを踏まずに電動
パーキングブレーキスイッチを押した場合に表示します。

ブレーキを踏んでください

警告 ■ オートブレーキホールド警告
・ オートブレーキホールド機能が作動中に車両が動いたときに表示し、ブザー
が鳴ります。

急坂路に停車しています
車が動くことがあります

■ オートブレーキホールド急坂路注意表示
・  急な坂道などでオートブレーキホールド機能が作動したときに表示し、ブ
ザーが鳴ります。

急坂路では
ブレーキを踏んでください
車が動くことがあります

■ オートブレーキホールド急坂路操作表示
・  急な坂道などでオートブレーキホールド機能が作動してから一定時間経過
し、ブレーキが踏まれていなかった場合に表示し、ブザーが鳴ります。

ブレーキを踏み
スイッチを操作すれば
解除できます

■ オートブレーキホールドスイッチ解除操作表示
・  オートブレーキホールド機能が作動中、ブレーキペダルを踏まずにオートブ
レーキホールドスイッチを押したときに表示します。

給油してください
■ 燃料残量警告
・ 燃料が少なくなると表示します。

オーバーヒート
安全な場所に車を停め
取扱説明書を見てください

警告 ■ オーバーヒート警告
・ エンジン冷却水の温度が異常に高くなると表示します。

シャシー制御
システム故障
取扱説明書を見てください

警告 ■ シャシー制御表示
・ シャシー制御のシステムに異常があると表示します。

踏み間違い衝突防止
アシストが作動しました

警告 ■ 踏み間違い衝突防止アシスト作動時表示
・ 踏み間違い衝突防止アシストが作動すると表示します。

ヘッドランプシステム異常
取扱説明書を見てください

警告 ■ ヘッドランプ警告
・ LEDヘッドランプに異常があると表示します。

システム故障
取扱説明書を見てください

警告 ■ システム故障警告
・  プロパイロット、踏み間違い衝突防止アシスト、BSW（後側方車両検知警報）、
インテリジェント BSI（後側方衝突防止支援システム）、LDW（車線逸脱警報）、
インテリジェント LI（車線逸脱防止支援システム）、RCTA（後退時車両検知警報）、
インテリジェント DA（ふらつき警報）、標識検知機能が故障すると表示します。

警告

ふらつき警報
システム故障

■ インテリジェント DA（ふらつき警報）システム異常警告
・ インテリジェント DA（ふらつき警報）に異常があると表示します。



トラブルが起こったら

■ NISSAN e-シェアモビに関する問い合わせ先

NISSAN e-シェアモビ コールセンター

TEL 0120-23-1723

2308

事故で車両が大きく破損したら
セレナ e-POWERは内部に
高電圧装置を搭載しています。

車両にお手を触れないようにお願い申し上げます。


